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神奈川県保健医療計画 進捗状況評価調書 

 

 

 

 

とりまとめ担当課：保健福祉局保健医療部医療課 
 

１ 課題に対するこれまでの取組実績 

（１）医師の養成・確保対策の推進 

 

→ 平成 27年 10月に地域医療支援センターを設置し、センターの業務内容や運営のあり方

について、地域医療支援センター運営委員会を開催し、検討を行った。 

（H28：３回、H25からの累計５回） 

→ 医師養成数の増加が可能となるための規制緩和をはじめ、医師臨床研修制度における募 

集定員の上限の見直しや、新たな専門医制度による診療科や地域における医師の偏在解

消への誘導等、必要な医師を配置する仕組みを構築するよう、国に要望書「国の施策・

制度・予算に関する提案を提出した。（H25～H28） 

→ 神奈川県産科等医師修学資金貸付制度を活用した修学資金貸与医師の臨床研修修了後の

勤務先医療機関について、地域医療支援センターで検討を行い、医療対策協議会で協議

の上、３名を配置した。（H28：３名、H28からの累計３名） 

→ 自治医科大学出身者の勤務先医療機関について、受入調整会議で協議の上、延べ 72名

を配置した。（H28：17名、H25からの累計延べ 72名） 

→ 総合診療医の養成を含む、地域医療に貢献する医療人材の一層の確保・育成等の分野に

おける横浜市立大学との包括連携協定の締結（平成 26年１月）を踏まえ、横浜市立大

学が行う医師不足地域の医療機関と連携した総合診療専門医の育成に対して助成した。 

  （H28：10,337千円 H26からの累計 22,028千円） 

→ 地域枠学生を対象として、地域枠学生同士や地域医療に造詣の深い医師と懇談する場と 

して「県内医学部学生と地域医療について語る会」を開催した。 

（H28：１回、H27からの累計２回） 

→ 県内の臨床研修病院に勤務する臨床研修医を対象として、臨床研修医同士や県内の病院

関係者、医療関係団体等と懇談する場として「臨床研修医交流会」を開催した。

（H28：１回、H28からの累計１回） 

→ 全国の医学部生を対象として、県内の臨床研修病院を集めた「臨床研修病院合同説明 

会」を神奈川県医師会と共催した。（H28：１回、H27からの累計２回） 

→ 平成 28年度末に地域医療支援センターのホームページ上に「医師募集情報」を掲載す 

るページを作成し、医師の採用を募集する医療機関や就職を希望する医師を支援した。 

（２）勤務環境の改善と医師負担軽減の取組みの推進 

 
→ 平成 27年１月５日に医療勤務環境改善支援センターを設置し、医療機関による勤務環 

境改善の取組みを支援した。（H28：46件、H26からの累計 152件） 

５事業５疾病用 

＜項目＞ 

第３章 医療従事者の確保対策の推進 

第 1節 医師 
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２ 参考指標の推移 

 

３ 課題ごとの進捗状況の評価 

（１）医師の養成・確保対策の推進 

 

（２）勤務環境の改善と医師負担軽減の取組みの推進 

→ 県内４医科大学が行う大学病院（特定機能病院）勤務医の負担軽減及び処遇の改善を  

図るため、医師の事務作業を代行する医師事務作業補助者の配置に対して助成した。 

（H26,H27） 

取組 

区分 

指標 

区分 
指標名 単位 

神奈川県 
出典等 

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 

(1) 
その

他 

医療施設従事医師数

（人口 10万人当たり） 
人 

193.7 

(H24) 

193.7 

(H24) 

201.7 

（H26） 

201.7 

（H26） 

医師・歯科医

師・薬剤師調査 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 

・自治医科大学出身者については、受入調整会議で検討の上、勤務先医療機

関を決定し、延べ 72名を配置した。 

・平成 27 年 10 月に神奈川県地域医療支援センターを設置し、地域医療支援

センター運営委員会で検討、医療対策協議会で協議の上、修学資金貸与医

師の勤務先医療機関を決定し、３名を配置した。 

・参考指標に掲げる県内の医療施設従事医師数は引き続き増加しているもの

の、人口 10 万人当たりの医師数は引き続き全国 39 位と全国平均を下回っ

ている。（平成 26年医師・歯科医師・薬剤師調査） 

評価理由 

・地域医療支援センターを設置するとともに、医師確保対策に効果的な取組

の検討を行った。また、自治医科大学出身者や修学資金貸与医師を県内医

療機関に配置するなど、比較的順調に進捗している。 

今後の取組み

の方向性(29 年

度に向けた取

組の方向性） 

・神奈川県地域医療支援センターにおいて、県内の医師不足の状況等を把

握・分析するとともに、医師のキャリア形成支援をはじめ、医師不足病院

の医師確保への支援、医師の地域偏在の解消等に取り組んでいく。 

次期計画に向

けた取組の方

向性 

・神奈川県地域医療支援センターにおいて、県内の医師不足の状況等を把

握・分析するとともに、医師のキャリア形成支援をはじめ、医師不足病院

の医師確保への支援、医師の地域偏在の解消等に取り組んでいく。 

評価 Ａ ・ Ｂ ・ Ｃ ・ Ｄ 

評価分析 
平成 27 年１月に神奈川県医療勤務環境改善支援センターを設置し、医療機

関による勤務環境改善の取組みを支援した。 
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４ 総合評価 

評価 評価理由 

Ｂ 
臨床研修医や専門医の取得を目指す後期研修医に対する魅力ある研修体制の確

立や地域内診療所と病院の連携、医療機関によるネットワーク化、医療資源の集

約化や病院機能の拠点化などの検討については、やや進捗が遅れているものの、

その他の課題については、比較的順調に進捗している。 

 

５ 特記事項 

評価理由 

神奈川県医療勤務環境改善支援センターを設置し、医療機関による勤務環

境改善の取組みを支援しており、課題解決に向けて比較的順調に進捗してい

る。 

今後の取組み

の方向性 (29

年度に向けた

取 組 の 方 向

性） 

・神奈川県医療勤務環境改善支援センターにおいて、医療機関による勤務環

境改善の取組みを支援していく。 

・医師負担軽減の取組みに対する支援については、引き続き検討していく。 

 

次期計画に向

けた取組の方

向性 

・神奈川県医療勤務環境改善支援センターにおいて、医療機関による勤務環

境改善の取組みを支援していく。 

・医師負担軽減の取組みに対する支援については、引き続き検討していく。 

 


